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大阪府立大学看護学部紀要投稿要領

1.紀要について

1)本学部の紀要の名称を「大阪府立大学看護学

部紀要J(J ournal of Sch∞11 of Nursing Osaka 
Prefecture University)とする。

2)紀要は年1回発行する。
3)紀要は学内に配するのみならず，他大学・研

究機関等に寄贈する。

4)紀要の編集は，紀要委員会が行う。

2.投稿資格

原稿の第一著者は本学部の教員・非常勤講師，

大学院生および大学院修了者(看護学研究科)

で紀要委員会が認めたものとする。

3.原稿の種類

1 )原稿の種類は.論壇，総説，原著，研究報

告，その他である。それぞれの内容は下記の

とおりである。

【論 壇】 看護学に関連する問題や話題に

ついて.今後の方向性を指し示

すような論述や提言

【総 説】 看護学に関連する特定のテーマ

について，多面的に知見ならび

に文献を検討し，総合的に概説

したもの

【原 著】 看護学に関連した研究論文のう

ち，独創的で，新たな知見が論

理的に示されているもの

【研究報告】 看護学に関連した研究論文のう

ち，内容において原著論文に及

ばないが.研究の意義があるも

の

【その他】 看護学に関連した資料，解説，

実践記録.研究ノート等で.紀

要委員会が適切と認めたもの

2)投稿論文の内容は，他の出版物に掲載あるい

は投稿されていないものに限る。

3)投稿原稿の1編は本文.文献，図表を含めて

以下の制限内にとどめることを原則とする

論 壇 4，0∞字以内

総 説 12，0∞字以内

原 著 16，0∞字以内

研究報告 16，0∞字以内

その他 12，0∞字以内

4.倫理的配慮

人および動物が対象である研究は.倫理的に配

慮され，その旨が本文中に明記されなくてはな

らない。原則として倫理委員会の審査を受ける

こと。

5.投稿手続き

1)印字した原稿3部(うち2部は査読のため名

前・所属・謝辞を削除する)を紀要委員会に

提出する。採用決定後の最終原稿には電子記

録媒体をあわせて提出する。

2)原稿等を提出する際には封筒に入れ，表に原

稿表紙の複写を添付する。

3)原稿執筆の要領は，別に定める。

6.原稿の受付および採否

1 )原稿の受付目は， 5.の投稿手続きを経た原

稿が紀要委員会に提出された日とする。

2)査読者(原則として2名以上)の意見をもと

に，修正を求められた原稿の著者は，内容を

修正の上で，紀要委員会によって定められた

期日までに再投稿する。

3)原稿の種類および掲載の可否についての決定

は紀要委員会において行う。

4)著者校正は2回行う。校正時の加筆は原則と

して認めない。

7.原稿執筆の要領

1 )原稿は原則としてワープロソフトで作成し，

A4判用紙1枚あたり 35文字x28行の横

書きとする。

2)原稿には表紙を付し，表題，著者名.所属

先，図表の数，希望する原稿の種類を記載す

る。表題，著者名は英文も併記する。著者名

の右肩に 1)，2) と番号を付け，所属先を

記載する。

3)原稿の2枚目に抄録とキーワードを記載す

る。原著・研究報告の抄録は，和文は4∞

字，英文は3ω語以内で本文の論旨がわかる
よう記述する。抄録に続いて，論文の内容を

的確に表現しうるキ}ワ}ド(単語または語

句)を日本語と英語で3-6個記載する。

4)英文の表題および抄録はネイテイプのチェッ

クを受ける。

5)図，表などは， 1つずつA4用紙に配置し，
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園1.表1(英文の場合は.Table 1. Figure 
1)などの通し番号をつけ，本文とは別に巻

末に一括する。また，原稿右欄外にそれぞれ

挿入希望位置を朱書きで指定する。

6)文献の記載方法は下記に従う

①本文中の文献表示方法

引用文献は，引用箇所に著者名と発行年次

(西暦)を括弧表示する。

著者が複数の場合は，著者名は l名のみと

し「ら」または「他」をつけて略する。

同一著者に同一発行年次の文献が複数ある場

合は.発行年次の後に小文字のアルファベッ

トa.b. c・・・を付して区別する。
例:(小川ら.2005). (Ogawa M et aL 2ω4). 
(鈴木.2∞3a). (鈴木.2∞3b) 

②文献欄の記載方法

文献欄は，筆頭著者の姓のアルファペット順

に記載する。共著者は3名まで記載し，それ

以上の場合は「ら」または「他」をつけて省

略する。

同一著者の文献が複数ある場合には，発行年

次の早い順に記載する。

同一年次に同一著者による文献が複数ある場

合には，本文中の表示に添付した小文字のア

ルファベット順に並べる。

文献の記載方法

[雑誌の場合]

著書名(発行年次):表題名掲載雑誌名 (List

of journals indexed medicus.医学中央雑誌・

収録雑誌略名表に準拠した略名も可).号もし

くは巻(号).頁一頁。

[単行書の場合]

①著者名(発行年次):書名(版数初版は

省略可).出版社名，発行地.

②著者名(発行年次):論文の表題.編者名，

書名(版数初版は省略可).頁ー頁，出

版社名，発行地(欧文は編集者や監修者

名の前にIn. 後に (Ed) または (Eds)

を記載)

[翻訳書の場合]

原著者名(原著の発行年次):原著名.出版杜，

発行地.I訳者名(翻訳書の発行年次):翻訳書

名(版数).出版社名，発行地.

8.著作権

原稿内容についての第一儀的な責任と権利は執

筆者に帰属するが，原稿の編集，出版および電

子情報化など二次的使用に関する権利は紀要委

員会が執筆者から委託されたものとする。

9.著者負担

論文の別刷りは. 1論文あたり 30部までは無

料とし，それ以上の希望については著者負担と

する。

(附則)

この投稿要領は，平成23年4月26日から施行す

る。
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